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本
書
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
立
命

館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
と
共
同
で
実
施
し

た
平
成
一
七
年
度
連
携
研
究
事
業
の
成
果

で
あ
る
。
一
村
一
品
運
動
を
取
り
上
げ
た

論
考
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
を
多
角
的

に
、
し
か
も
開
発
途
上
国
へ
の
適
用
と
い

う
観
点
か
ら
分
析
し
た
も
の
は
、
こ
れ
ま

で
に
あ
ま
り
類
を
み
な
い
と
思
う
。

本
書
は
二
部
構
成
を
採
っ
て
お
り
、
第

一
部
で
は
、
大
分
県
の
一
村
一
品
運
動
の

歴
史
的
背
景
や
ア
ク
タ
ー
関
係
お
よ
び
実

新
刊
紹
介

施
過
程
を
分
析
し
、
開
発
途
上
国
の
地
域

振
興
へ
の
示
唆
を
得
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、

第
二
部
で
は
、
開
発
途
上
国
で
の
一
村
一

品
運
動
の
適
用
過
程
と
実
施
状
況
、
大
分

県
の
そ
れ
と
の
共
通
点
と
相
違
点
、
開
発

途
上
国
へ
伝
え
る
た
め
の
研
修
の
効
用
な

ど
を
探
っ
た
。
最
後
に
、
日
本
の
地
域
振

興
の
何
を
ど
う
伝
え
る
か
に
つ
い
て
、

「
お
わ
り
に
」
で
ま
と
め
て
い
る
。

本
書
は
大
分
県
や
開
発
途
上
国
で
の
現

地
調
査
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
お
り
、
一

村
一
品
運
動
に
興
味
を
持
つ
方
々
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
経
験
を
開
発
途
上
国
に
伝

え
る
活
動
を
し
て
い
る
外
国
援
助
関
係
者

に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

●
第
一
部
に
つ
い
て

各
章
別
に
見
て
い
こ
う
。
第
一
部
は
、

ま
ず
序
章
で
日
本
の
地
域
振
興
の
歴
史
的

展
開
を
概
観
し
、
そ
の
な
か
に
お
け
る
大

分
県
の
一
村
一
品
運
動
の
位
置
づ
け
を
論

じ
た
。
次
に
、
第
一
章
で
、
一
村
一
品
運

動
の
元
祖
と
も
い
え
る
大
山
町
の
取
り
組

み
を
地
元
新
聞
記
事
や
関
係
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
ま
と
め
た
。

次
に
、
農
協
合
理
化
の
波
の
な
か
で
単

体
農
協
と
し
て
生
き
残
り
を
図
る
大
山
町

農
協
と
下
郷
農
協
の
地
域
振
興
へ
の
取
り

組
み
を
第
二
章
で
論
じ
た
後
、
第
三
章
で

は
、
全
国
で
も
有
数
の
規
模
で
展
開
す
る

大
分
県
の
農
産
物
直
売
所
の
類
型
分
析
と

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
一
村
一
品

運
動
の
文
脈
に
即
し
て
論
じ
た
。
第
四
章

は
、
大
分
県
の
代
表
産
品
の
一
つ
で
あ
る

麦
焼
酎
の
発
展
の
陰
で
起
こ
っ
た
有
力
三

企
業
間
の
競
争
と
協
調
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
軌
跡
を
描
い
た
。
第
五
章
で
は
、

非
移
転
資
源
と
し
て
の
希
少
性
を
持
つ
地

域
資
源
が
地
域
振
興
に
と
っ
て
い
か
に
重

要
か
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
四
事
例
を
通

じ
て
論
じ
、
第
一
部
か
ら
第
二
部
へ
の
橋

渡
し
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

●
第
二
部
に
つ
い
て

第
二
部
で
は
、
ま
ず
序
章
で
大
分
県
が

一
村
一
品
運
動
を
海
外
へ
広
め
よ
う
と
ロ

ー
カ
ル
外
交
を
展
開
し
た
経
緯
を
紹
介
し

た
後
、
一
村
一
品
運
動
を
適
用
し
た
開
発

途
上
国
の
三
つ
の
事
例
を
論
じ
た
。

ま
ず
、
タ
イ
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
第
六
章
）
で
は
、
大
分
の
一
村
一
品

運
動
と
の
比
較
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
は
短
期
的
成
果
を
重
視
す
る

中
央
主
導
の
下
、
地
域
づ
く
り
よ
り
企
業

家
養
成
や
輸
出
向
け
製
品
の
発
掘
・
促
進

が
志
向
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ア
フ
リ
カ
で
最
も
一
村
一
品
運
動
の
導

入
に
熱
心
な
マ
ラ
ウ
イ
の
事
例
（
第
七

章
）
で
は
、
政
府
の
崇
高
な
目
標
と
は
裏

腹
に
、
選
挙
対
策
と
し
て
の
導
入
と
い
う

側
面
が
あ
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
、
補
助

金
付
き
低
金
利
融
資
事
業
と
み
な
さ
れ
て

し
ま
う
危
険
が
生
じ
た
こ
と
を
示
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
事
例
（
第
八
章
）
で
は
、

日
本
の
高
密
度
の
農
村
集
落
を
前
提
と
す

る
一
村
一
品
運
動
を
人
口
過
少
な
移
動
社

会
の
モ
ン
ゴ
ル
に
適
用
す
る
の
は
難
し
い

も
の
の
、
一
地
方
で
あ
る
バ
ヤ
ン
ホ
ン
ゴ

ル
県
が
率
先
し
て
導
入
し
、
中
央
政
府
が

全
国
展
開
を
試
み
る
様
子
を
紹
介
し
た
。

第
九
章
で
は
、
ア
ジ
ア
生
産
性
機
構

（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）
の
一
村
一
品
セ
ミ
ナ
ー
を
題

材
に
、
開
発
途
上
国
へ
伝
え
る
た
め
の
研

修
の
効
用
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現
地
・

現
物
か
ら
学
び
、
比
較
の
視
点
と
選
択
肢

を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
一
村
一
品
運
動

に
対
す
る
参
加
者
の
興
味
を
ま
ず
重
視
し

て
、
徐
々
に
一
村
一
品
運
動
の
本
質
や
精

神
の
理
解
に
向
か
わ
せ
る
、
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

本
書
を
通
じ
て
、
大
分
県
の
一
村
一
品

運
動
が
地
域
で
の
新
た
な
価
値
創
造
の
取

り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

そ
し
て
、
一
村
一
品
運
動
を
大
分
県
に
よ

る
「
地
域
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
」
と

捉
え
る
視
点
を
提
示
し
た
。
同
時
に
、
モ

ノ
づ
く
り
を
「
地
域
性
」
と
結
び
つ
け
て

地
域
独
自
の
価
値
を
そ
れ
に
付
与
し
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
や
外
部
者
の
触

媒
的
な
役
割
を
生
か
し
て
、
地
域
振
興
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
、
と
の
教
訓
を
引
き
出
し
た
。

一
村
一
品
運
動
を
海
外
へ
伝
え
る
に
は
、

そ
の
基
本
を
押
さ
え
つ
つ
も
、
各
国
の
社

会
経
済
文
化
状
況
に
合
わ
せ
、
各
々
に
適

し
た
や
り
方
を
柔
軟
に
探
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
何
を
誰
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
の
か
。
開
発
途
上
国
に
お
け
る
一
村

一
品
運
動
の
導
入
・
適
用
過
程
の
考
察
は
、

今
後
の
開
発
途
上
国
の
現
場
で
の
経
済
協

力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
少
な
か
ら
ぬ

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
。

編
者
と
し
て
、
本
書
が
日
本
と
開
発
途

上
国
の
地
域
振
興
を
め
ぐ
る
さ
ら
な
る
議

論
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

（
ま 

つ
い　

か
ず
ひ
さ
／
在
マ
カ
ッ
サ

ル
海
外
調
査
員
）

松
井
和
久
・
山
神
進

編
『
一
村
一
品
運
動

と
開
発
途
上
国̶

日

本
の
地
域
振
興
は
ど

う
伝
え
ら
れ
た
か
』

松
井
和
久
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